
２年生「総合的な探究の時間」発表会について 

  

２月９日（火）、２年生が取り組んできた地域課題研究の成果発表会を実施しました。１１月の中間発表

会と同様に、新型コロナウイルス感染防止対策も兼ねて、オンラインを利用して開催しました。校内の２年生

の各教室と１年生の各教室をオンラインで結び、２年生が１年生へ向けて発表を行うとともに、直接来校する

ことができなかった校外の方も、各会場にオンラインで接続してもらうことで、校内外への発表としました。 

 各グループとも、１１月に島根県立大学の３キャンパスとオンラインでつないで行った中間発表後に、いた

だいたアドバイスを生かし深まりや広がりのある活動報告ができました。発表会では、校外の参加者だけでな

く１年生からの質問も受け付けました。探究活動を進めている１年生の質問や指摘は鋭く、２年生も回答に戸

惑う場面もありました。しかし、２年間の探究活動で得た知識や培ったコミュニケーション力を生かし、懸命

に回答をする姿に成長を感じることができました。 

 

 発表グループ数および聴講クラス  ※各グループ５人程度 

発表クラス グループ数 聴講クラス 

２年１組 ８グループ １年１組 

２年２組 ８グループ １年２組 

２年３組 ８グループ １年３組 

２年４組 ８グループ １年４組 

２年５組 ７グループ １年５組 

２年６組 ８グループ １年６組 

 校外からの参加者（所属先一覧） 

  【来校】出雲保健所、島根県教育委員会教育指導課 

【オンライン】出雲市役所、古代出雲歴史博物館、出雲観光協会、スターバックス、 

出雲市社会福祉協議会、島根県立大学学長補佐 

 質疑応答の際にいただいた校外の参加者の方からの感想およびアドバイス 

「写真が使ってあって、意識が高まりやすい資料提示でよかった。」 

「ＣＭを作るときの写真は、高校生目線の写真だとよりよくなる。」 

「身近な問題から始まった課題設定が目立ち、取り組みやすい探究活動になっていた。」 

「年間を通しての活動の様子が分かってとてもよかった。」 

「２年生の活動を１年生が受け継いでいくための良い機会となった。」 

「１年生は、ぜひ、２年生の活動を踏まえて、探究活動を深めていってほしい。」 

 


